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2022（令和４）年２月２５日　　発行／北海道湧別町議会

❶4期目の湧別町議会がスタート
　　第３回臨時会（１１月）

❸町政を問う
　　議員４人が一般質問

❷副町長に因洋史氏を選任
　　第４回定例会（１２月）

❹意見書を政府行政機関へ提出

❻議会・委員会等議員出欠状況
❺議会の活動

❽広報議会だより発刊にあたって
❼会議の状況

主な内容

【今日も元気に
　 雪遊び：上湧別保育所】



開かれた議会を目指して開かれた議会を目指して

４期目の湧別町議会がスタート！４期目の湧別町議会がスタート！
　議員の改選後初めてとなる第３回臨時会は 11 月 2２日に開会し、議長や副議長の選挙、
常任委員会委員等の選任などを行い、１１人の議員による新しい体制が始動しました。
　このほか、選挙管理委員会委員・同補充員の選挙、監査委員の選任などの議案等が
提出されました。（審議結果一覧を４ページに掲載）

議
長・副
議
長
選
挙
を
実
施

委
員
会
の
構
成
が
決
定

　
議
長
と
副
議
長
の
選
挙
が
そ
れ
ぞ
れ

議
員
11
人
の
投
票
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

議
長
に
村
田
議
員
が
、
副
議
長
に
山
本

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
満
票
に
て
当
選
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
議
席
が
指
定
さ
れ
た
ほ
か
、

常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
の
選
任
、
遠
軽
地
区
広
域
組
合
議
会

議
員
の
選
挙
が
指
名
推
選
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
高
田
映
二　
議
員

　
副
委
員
長　
酒
井
純
一　
議
員

産
業
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
小
形
秀
和　
議
員

　
副
委
員
長　
脇
坂
敏
夫　
議
員

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長　
　
脇
坂
敏
夫　
議
員

　
副
委
員
長　
酒
井
純
一　
議
員

議
長
に　
　

村
田
一
志　
議
員

副
議
長
に　

山
本
栄
子　
議
員

む
ら
た
か
ず
し

や
ま
も
と
え
い
こ

　

平
成
21
年
10
月
の
合
併
か
ら
湧
別
町

議
会
は
３
期
12
年
を
経
過
し
、
昨
年
10

月
の
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
４
期
目

と
な
る
議
員
11
人
が
選
任
さ
れ
、
新
た

に
始
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
議
員
活
動

も
制
限
さ
れ
た
中
で
の
議
会
運
営
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

未
だ
収
束
は
見
い
だ
せ
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
意
見
交
換
会
な
ど
町
民
の

皆
様
方
の
声
を
聞
く
場
を
設
け
、
町
政

に
反
映
す
べ
く
議
員
一
丸
と
な
っ
て
研

鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
湧
別
町
自
治
基
本
条
例
の
基

本
理
念
や
基
本
原
則
を
遵
守
し
、
議
会

の
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
な
が
ら
、
町

民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
と

な
る
よ
う
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

期
待
に
応
え
ら
れ
る
議
会
に

湧
別
町
議
会
議
長　
村
田
一
志

令和３年
第３回臨時会
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遠
軽
地
区
広
域
組
合
議
会
議
員

・
村
田
一
志　
議
長

・
山
本
栄
子　
副
議
長

・
高
田
映
二　
議
員

・
小
形
秀
和　
議
員

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
　
村
川
勝
彦　
議
員

　
副
委
員
長　
関
野
一
良　
議
員

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　

委
員
の
選
任
に
同
意
を
求
め
ら

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
。

【
識
見
選
出
】

・
北
兵
村
三
区

　
　
水
野　
豊
氏
（
再
任
）

【
議
会
選
出
】

・
北
兵
村
一
区

　
　
下
田
英
人
氏
（
新
任
）

（後列）加藤委員、下田委員、檜山委員
（前列）酒井副委員長、高田委員長

（後列）山本委員、小形委員、高田委員
（前列）酒井副委員長、脇坂委員長

（後列）関野委員、山本委員、村川委員
（前列）脇坂副委員長、小形委員長

（後列）加藤委員、下田委員 
（前列）関野副委員長、村川委員長

　町の事務（総務課、企画財政課、住民税務
課、福祉課、健康こども課、会計管理者、監
査委員、選挙管理委員会、固定資産評価審査
委員会、他の常任委員会の所管に属さない事
項）に関する調査を行うほか、本会議で付託
された議案、請願等を審査します。

　議会が円滑に運営されるよう、議会運営、
議会の会議規則や委員会条例等、議長の諮問
に関する事項に関する協議や調査を行うほ
か、本会議で付託された議案、請願等の審査
を行います。

　町の事務（農政課、水産林務課、商工観光
課、建設課、水道課、農業委員会、教育委員
会の所管に関する事項）に関する調査を行う
ほか、本会議で付託された議案、請願等を審
査します。

　議会の活動状況を町民に周知することによ
り、町民の議会への理解と関心を高め、もっ
て町政の発展に寄与することを目的とした

「ゆうべつ町議会だより」の編集および発行
を行います。

総務厚生常任委員会

議会運営委員会

産業文教常任委員会

議会広報編集特別委員会
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選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、

　
　
　
　
　
　
同
補
充
員
が
当
選

　

指
名
推
選
に
よ
り
選
挙
が
実

施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
４
年
。

【
選
挙
管
理
委
員
】

・
南
兵
村
二
区

森
谷
重
俊
氏
（
再
任
）

・
上
湧
別
屯
田
市
街
地

髙
橋
直
司
氏
（
再
任
）

・
栄
町

渋
谷
弘
昭
氏
（
再
任
）

・
上
芭
露西

原
沙
智
恵
氏
（
新
任
）

【
補
充
員
】

・
中
湧
別
北
町湊 

和
憲
氏
（
再
任
）

・
上
湧
別
屯
田
市
街
地

近
藤
優
子
氏
（
再
任
）

・
東
芭
露植

田
喜
代
子
氏
（
再
任
）

・
緑
町

岩
佐
真
智
子
氏
（
新
任
）

令和３年令和３年
第３回臨時会第３回臨時会審 議 結 果 一 覧

Result of Deliberations 審議された議案等

選挙

議長の選挙について
　地方自治法に基づき議長の選挙を行うもの。投票による当選人：村田一志

当　　選

副議長の選挙について
　地方自治法に基づき副議長の選挙を行うもの。投票による当選人：山本栄子

当　　選

遠軽地区広域組合議員の選挙について
　遠軽地区広域組合議員の選挙を行うもの。
　指名推選による当選人：高田映二、小形秀和、山本栄子、村田一志

当　　選

湧別町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について
　選挙管理委員会委員等の選挙を行うもの。指名推選による当選人：各４人

当　　選

人事

常任委員の選任について
　常任委員を選任するもの。

選　　任

議会運営委員の選任について
　議会運営委員を選任するもの。

選　　任

監査委員の選任について
　令和３年１１月２４日に任期満了となることに伴い後任の識見選出の委員を選任するもの。

同　　意

監査委員の選任について
　令和３年１１月１４日に任期満了となり欠員しているため、後任の議会選出の委員を選任するもの。

同　　意

その他

議席の指定について
　議員の議席（1～1１番）を指定するもの。

指　　定

議会広報編集特別委員会の設置について
　議会広報編集特別委員会を設置し、委員４名を選任するもの。

原案可決

閉会中の所管事務調査等の申出
　議会運営委員会　次期議会の会期日程等議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する
事項

承　　認
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副
町
長・固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
同
意

押
印
の
見
直
し
に
伴
う
条
文

整
理
条
例
の
制
定
を
可
決

　

退
任
に
よ
り
令
和
３
年
９
月

３
日
よ
り
欠
員
と
な
っ
て
い
た

副
町
長
の
選
任
に
同
意
を
求
め

ら
れ
、
審
議
・
起
立
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
欠
員
と
な
っ

て
い
た
固
定
資
産
評
価
員
に
つ

い
て
も
選
任
の
同
意
を
求
め
ら

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
任
期
は
４
年
。

・
中
湧
別
北
町

因　
洋
史
氏
（
新
任
）

・
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・
民
有
地
火
入
許
可
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
個
別
排
水
処
理
事
業
受
益
者

分
担
金
条
例
の
一
部
改
正

　

町
民
の
利
便
性
の
向
上
お
よ

び
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
た

め
必
要
な
条
例
の
制
定
が
提
案

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し

た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の一部
改
正
を
可
決

　

不
服
審
査
手
続
き
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
の
条
例
の
制

定
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
可

決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
を
可
決

　

令
和
３
年
度
を
も
っ
て
期
間

満
了
す
る
、
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
議
決

が
求
め
ら
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

●
上
湧
別
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル

フ
場
・
五
鹿
山
ス
キ
ー
場

・
指
定
管
理
者　
沢
口
産
業
㈱

　
管
理
期
間

　
　
令
和
４
年
４
月
１
日
~

　
　
令
和
11
年
３
月
31
日

（
７
年
間
）

令和３年
第４回定例会

副町長に因洋史氏を選任副町長に因洋史氏を選任
～補正予算など 17件を可決～～補正予算など 17件を可決～

　第４回定例会は１２月１６日に開会し、町長の就任宣誓、所信表明を行い、続いて令和３
年度各会計補正予算、条例の改正、財産の処分など議案１３件、副町長・固定資産評価
員の選任の同意２件の提出があり、議員から意見書案など２件提出されました。
　また、４人の議員から一般質問があり、同日に閉会しました。

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　
一部
改
正
を
可
決

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
支

給
額
を
改
定
す
る
た
め
の
条
例

の
改
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
ほ
か
特
別
会
計
の

補
正
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し

た
。 令

和
３
年
度
補
正
予
算
の
可
決

令和３年度各種会計補正予算   （1万円未満切捨て）

会　計　名 補正回数 補正額 補正後予算額

一般会計 4 回目 3 億 2,606 万円 96 億 9,314 万円

国民健康保険特別会計 4 回目 266 万円 14 億 8,075 万円

介護保険特別会計 3 回目 924 万円 11 億 3,846 万円

簡易水道事業特別会計 3 回目 575 万円 7,406 万円

下水道事業特別会計 2 回目 36 万円 4 億 1,526 万円
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事業名 補正額 内　容
ふるさと納税支援業務委託料・手数料 5,630 万円 寄附受入見込増に対する事務経費の追加

ふるさと応援基金積立金 1 億円 指定寄附金の増額に伴う積立金の追加

持家奨励応援補助金 390 万円 新築住宅および子育て加算件数の増による補助金の追加

民間賃貸住宅等建設補助金 272 万円 対象住宅 1 棟に対する補助金の追加

町営バス修繕費 208 万円 町営バス 1 台のエンジン交換修繕費の追加
福祉灯油等商品券取扱業務委託料・
通信運搬費 1,878 万円 灯油高騰による生活困窮世帯への商品券配布事業の追加（1 世

帯あたり 1 万 5 千円）

児童複合施設改修工事 680 万円 令和 4 年 4 月の認定こども園移行に伴う、仕切りおよびドア増
設等の改修工事費用等の追加

施設型給付費負担金 1,092 万円 みのり幼稚園、町外幼稚園等入所児童の増に対する負担金の追加

簡易水道事業特別会計繰出金 575 万円 川西地区簡易水道の濁り発生対策調査による繰出金の追加

燃料費 2,073 万円 燃料単価高騰による施設燃料費の追加（小中学校含む公共施設）
㋙子育て世帯への臨時特別給付金・
事務経費 4,869 万円 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として 0 歳から高校 3

年生までを給付対象とする臨時特別給付金と事務経費の追加

㋙中小企業等支援事業月次給付金 200 万円
新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言等に影響を受け
た中小企業への、北海道特別支援金に対する上乗せの給付金の
追加

㋙施設運営維持管理支援事業給付金 3,233 万円

新型コロナウイルス感染症により入場制限や利用減が見込まれ
る指定管理施設に対する収支減少見込額の 8 割相当額の給付金
の追加
〇交流体験施設レイクパレス　576 万円
〇宿泊施設しらかば　284 万円
〇かみゆうべつ温泉チューリップの湯　2,373 万円

㋙修学旅行キャンセル料等補助金 100 万円
新型コロナウイルス感染症の影響により延期となった 3 中学校

（義務教育後期を含む）の修学旅行生徒分キャンセル料相当額
の補助金の追加

（1万円未満切捨て  ㋙は新型コロナウイルス感染症の影響による補正）一般会計補正予算の主な内容

【
主
な
質
疑
応
答（
要
約
）】

Ｑ　

給
付
対
象
者
は
高
齢
者
を

含
む
非
課
税
世
帯
に
限
定
さ

れ
て
い
る
が
、
全
て
の
高
齢

者
世
帯
を
対
象
と
す
べ
き
で

は
。
特
に
ぎ
り
ぎ
り
課
税
と

な
る
世
帯
に
は
給
付
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
対
象
と
な
ら
な
い

高
齢
者
の
世
帯
数
は
。

Ｑ　

所
得
制
限
に
よ
り
対
象
外

と
な
る
人
数
は
。

　
　

ま
た
、
現
金
に
よ
る
10
万

円
の
年
内
交
付
が
町
民
に
は

望
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

Ａ　

過
去
の
福
祉
灯
油
の
助

成
経
過
、
近
隣
市
町
村
の
助

成
状
況
も
踏
ま
え
、
灯
油
高

騰
に
よ
り
生
活
の
困
窮
が
危

惧
さ
れ
る
低
所
得
者
世
帯
を

重
点
的
に
支
え
る
た
め
、
助

成
額
を
従
来
の
１
万
円
か
ら

１
万
５
千
円
に
引
き
上
げ
実

施
す
る
。

　
　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含

む
課
税
世
帯
は
１
２
７
１
世

帯
で
、
そ
の
う
ち
市
町
村
民

税
の
均
等
割
の
み
が
課
税
さ

れ
て
い
る
世
帯
数
は
約
50
世

帯
で
あ
る
。

Ａ　

所
得
制
限
に
よ
る
対
象
外

人
数
は
１
３
０
人
ほ
ど
と
思

わ
れ
る
。

　
　

当
初
、
子
育
て
世
帯
へ
の

ク
ー
ポ
ン
給
付
と
し
て
、
年

内
に
５
万
円
、
来
春
５
万
円

の
給
付
準
備
を
進
め
て
い
た

が
、
国
の
方
針
が
変
わ
っ
た
。

　
　

商
工
会
と
地
域
の
経
済
対

策
も
含
め
て
地
域
内
で
活
用

で
き
る
ク
ー
ポ
ン
配
布
が
で

き
る
方
法
が
な
い
か
協
議
し

て
い
る
。
現
金
一
括
や
ク
ー

ポ
ン
で
の
交
付
の
市
町
村
も

あ
る
よ
う
だ
が
、
今
回
年
内

に
現
金
で
給
付
す
る
５
万
円

の
予
算
提
案
を
し
、
残
り
の

５
万
円
は
周
辺
の
状
況
も
勘

案
し
次
期
議
会
に
提
案
し
た

い
。

（
令
和
４
年
１
月
議
会
臨
時
会

に
て
現
金
支
給
に
決
定
）

・
福
祉
灯
油
等
商
品
券
給
付
事
業

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

ゆうべつ町議会だより　第48号　2022.2 6



Q A

Ｑ

Ａ

加
藤
議
員

　

町
長
が
選
挙
公
報
に
て
示
し

た
「
町
民
と
の
対
話
を
基
本
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

令和３年 12月開会の第 4回定例会において令和３年 12月開会の第 4回定例会において
4人の議員から質問があり、理事者の答弁は、4人の議員から質問があり、理事者の答弁は、
次のとおりです。（質問と答弁は要約）次のとおりです。（質問と答弁は要約）

１　加藤政弘　議員
① 選挙公報における
　町長の今後の基本的な姿勢について

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で

対
話
を
行
う
の
か
。

ま
た
、「
変
化
を
恐
れ
ず
推
進

役
と
な
る
」
と
は
、
前
例
踏
襲

で
は
な
く
町
長
が
先
頭
と
な
り

行
政
事
務
等
を
変
革
し
て
い
く

覚
悟
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

刈
田
町
長

　

町
民
と
の
対
話
の
主
な
方
法

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会・

町
長
へ
の
手
紙
等
の
継
続
、
そ

し
て
来
年
度
に
向
け
て
内
容
を

見
直
す
と
と
も
に
、
新
た
な
方

法
を
検
討
し
、
一
人
で
も
多
く

の
町
民
の
皆
様
と
対
話
が
で
き

る
場
を
設
け
、
会
合
に
も
出
向

い
て
行
き
た
い
。

　

ま
た
、
職
員
に
も
対
話
を
大

切
に
し
、
公
務
に
当
た
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

　
「
変
化
を
恐
れ
ず
推
進
役
と

な
る
」
と
は
、
30
年
後
、
50
年

後
も
安
心
し
て
町
民
が
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
変
化
を
恐
れ
る
こ
と
な
く

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

発
想
で
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

公
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

選挙公報における町長の基
本的な姿勢は

町民との対話の場を設け、柔
軟な発想で公務に取り組む

加藤 議員加藤 議員

刈田 町長刈田 町長

【
再
質
問
】

加
藤
議
員

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
テ
ー

マ
の
あ
る
自
治
会
の
み
と
な

り
、
町
長
へ
の
手
紙
は
記
名
で

出
せ
る
人
が
少
な
い
。
い
ず
れ

も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
は
な

い
か
。

　

町
民
は
身
近
な
こ
と
を
直
接

話
し
た
い
の
で
は
。

　

町
長
も
気
軽
に
住
民
に
接
し

た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が

そ
の
方
法
は
。

２　脇坂敏夫　議員
① 子育て世代の支援について
② 斎場の在りかたについて

3　檜山洋一　議員
① 役場庁舎について

４　村川勝彦　議員
① 刈田新町長の合併 10年の思いと
　　　　　　  今後の行財政改革について
② ふるさと納税額に目標をかかげ進めては
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刈
田
町
長

　

懇
談
会
が
町
か
ら
の
一
方

的
な
説
明
に
な
ら
な
い
よ
う
、

テ
ー
マ
を
設
け
る
こ
と
と
し
た

が
、
身
近
な
話
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
。

　

私
と
し
て
は
何
よ
り
も
話
を

聞
く
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
自

治
会
と
も
協
議
し
て
い
く
。

　

手
紙
に
つ
い
て
は
個
人
的
な

内
容
も
含
め
、
無
記
名
に
は
返

答
し
づ
ら
い
。
し
か
し
町
民
に

係
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
広

報
等
を
利
用
し
周
知
す
る
な
ど

改
善
に
向
け
た
い
。

　

対
話
も
そ
う
だ
が
話
を
聞
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
制
度
も
利
用
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
話
し
合
い

の
場
を
設
け
た
い
。

【
再
々
質
問
】

加
藤
議
員

　

町
長
が
住
民
の
顔
を
見
に
来

る
こ
と
で
町
民
と
の
信
頼
関
係

に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
職
員

の
住
民
に
対
す
る
対
応
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
窓
口
の
事
務
対
応
、
申
請

事
務
の
簡
素
化
な
ど
事
務
改
善

を
期
待
す
る
。

刈
田
町
長

　

自
ら
町
民
と
膝
を
つ
け
合
わ

せ
な
が
ら
話
す
の
が
一
番
の

セ
ー
ル
ス
で
あ
る
。
時
間
の
許

す
限
り
地
域
に
出
向
い
て
い

く
。

　

事
務
改
善
に
つ
い
て
は
、
職

員
に
対
し
、
前
例
は
参
考
で

あ
っ
て
、
今
必
要
な
も
の
に
必

要
な
考
え
で
事
務
を
進
め
る
よ

う
指
示
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
含
め
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
徹
底
を
行
う
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
様
子

脇坂 議員脇坂 議員

高校生を持つ子育て世
帯への支援の拡大は

教科書・通学費補助は存
続対策事業として実施Ａ

Ｑ脇
坂
議
員

　

湧
別
高
校
の
学
力
向
上
・
海

外
交
流
・
部
活
動
等
へ
の
支
援

は
魅
力
化
等
の
事
業
と
し
て
必

要
で
あ
る
が
、
教
科
書
の
購
入

費
や
通
学
費
へ
の
補
助
は
、
湧

別
の
子
ど
も
全
員
に
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

町
外
へ
進
学
し
た
家
庭
と
支

援
に
相
当
差
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。刈

田
町
長

　

本
町
の
子
育
て
世
代
に
対
す

る
支
援
は
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
、
児
童
虐
待
防
止
な
ど
、
全

て
の
子
ど
も
・
家
庭
に
各
種
施

策
等
の
も
と
行
っ
て
お
り
、
ま

た
「
第
３
期
湧
別
町
総
合
計
画
」

に
お
い
て
現
状
と
課
題
を
分
析

し
、
10
年
後
の
目
指
す
姿
を
か

か
げ
、
今
後
も
主
要
な
施
策
や

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

も
の
で
あ
り
、
私
も
先
の
選
挙

戦
で
子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育

の
充
実
を
訴
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
教
科
書
購
入
や
通

学
費
補
助
は
「
湧
別
高
校
存
続

対
策
事
業
」
と
し
て
高
校
存
続

と
１
学
年
２
間
口
の
維
持
・
確

保
へ
の
施
策
で
あ
り
、
全
て
の

子
ど
も
・
家
庭
に
対
し
実
施
す

る
考
え
は
な
い
。

【
再
質
問
】

脇
坂
議
員

　

義
務
教
育
学
校
な
ど
中
学
校

ま
で
の
支
援
は
理
解
で
き
る

が
、
半
数
以
上
が
町
外
の
高
校

に
進
学
す
る
。

　

存
続
対
策
も
大
事
で
あ
る
が

半
数
以
上
が
支
援
を
受
け
ら
れ

な
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
子

育
て
支
援
が
あ
っ
て
の
存
続
支

援
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
今

後
も
町
外
進
学
へ
何
ら
か
の
支

援
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。刈

田
町
長

　

教
科
書
・
通
学
費
の
補
助
が

子
育
て
支
援
施
策
な
の
か
は
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
現
在
湧
別
高
校
に
通
う

本
町
の
子
ど
も
が
50
％
に
達
し

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
私

が
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
遠
軽
町
・
佐
呂
間
町
・

湧
別
町
に
そ
れ
ぞ
れ
高
校
が
あ

る
が
、
各
町
に
お
い
て
お
互
い

の
高
校
に
通
う
生
徒
へ
の
通
学

費
補
助
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

あ
く
ま
で
も
地
元
の
高
校
に

通
う
方
に
通
学
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
高

校
存
続
と
し
て
の
施
策
と
し
て

進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
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Ｑ

Ａ

脇
坂
議
員

　

町
内
の
２
カ
所
の
斎
場
は
建

て
替
え
の
時
期
が
近
づ
い
て
い

る
が
、
今
後
の
人
口
減
少
等
を

考
慮
し
、
遠
軽
町
等
と
の
広
域

建
設
・
運
営
を
考
え
る
時
で
は

な
い
か
。

　

中
湧
別
ま
た
は
遠
軽
で
の
葬

儀
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、
在
り

か
た
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
時

で
は
。刈

田
町
長

　

町
内
２
カ
所
の
斎
場
は
、
い

ず
れ
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
建
て
替
え
に
は
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
１

か
所
に
集
約
し
て
整
備
し
た
い
。

斎場の広域運営を
検討しては

２つの斎場は１カ所
に統合、広域化も検討

　

遠
軽
町
で
の
葬
儀
の
増
加
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

広
域
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
い
く
。

【
再
質
問
】

脇
坂
議
員

　

遠
軽
町
と
の
話
し
合
い
も
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
長
期

に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
、
広
域
で
行
く

の
か
、
単
独
で
行
く
の
か
、
施

設
整
備
に
つ
い
て
方
向
性
を

は
っ
き
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

単
独
で
あ
れ
ば
改
築
が
必
要

で
あ
り
、
広
域
で
あ
れ
ば
補
修

で
そ
の
時
ま
で
し
の
ぐ
こ
と
と

な
る
。

　

広
域
も
ひ
と
つ
の
考
え
と
い

う
こ
と
で
い
い
の
か
。

刈
田
町
長

　

遠
軽
の
斎
場
が
新
し
い
施
設

で
あ
り
、
遠
軽
斎
場
の
利
用
状

況
等
の
状
況
も
あ
り
、
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
の
町
内
の
２
斎
場
は
１

カ
所
に
統
合
す
る
こ
と
が
ベ
ス

ト
と
考
え
て
い
る
。

　

今
す
ぐ
整
備
で
き
る
か
と
い

う
と
財
源
的
な
問
題
も
あ
り
、

整
備
計
画
上
に
お
い
て
は
広
域

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

今
ま
で
と
同
様
に
遠
軽
町
の

斎
場
を
利
用
で
き
る
よ
う
協
議

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
町
内

の
斎
場
の
考
え
方
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

役場庁舎への基本的な
認識と議論の場は

本庁方式に移行し一本
化、議論後場所を決定Ａ

Ｑ檜
山
議
員

　

町
長
選
の
際
に
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
中
に
、「
役
場
庁
舎
は

住
民
と
の
議
論
の
場
を
設
け
、

費
用
等
の
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に

し
、
後
世
に
悔
い
を
残
さ
な
い

決
め
方
を
し
た
い
」
と
あ
っ
た
。

　

私
は
以
前
よ
り
役
場
庁
舎
の

一
元
化
と
中
湧
別
の
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ
を
改
修
し
庁
舎
と

す
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。

　

町
長
の
役
場
庁
舎
へ
の
基
本

的
な
認
識
は
、
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
議
論
の
場
を
ど
の
よ

う
に
行
う
考
え
か
。

刈
田
町
長

　

役
場
庁
舎
の
在
り
方
と
し
て

現
在
の
分
庁
方
式
か
ら
本
庁
方

式
へ
移
行
し
、
一
本
化
す
る
の

が
私
の
基
本
的
な
考
え
で
あ

り
、
ど
こ
に
本
庁
舎
を
置
く
か

は
町
民
の
皆
様
と
議
論
を
通
じ

決
定
し
た
い
。

　

庁
舎
の
位
置
は
町
民
の
利
便 檜山 議員檜山 議員

性
が
重
要
な
判
断
材
料
で
あ

り
、
現
在
の
庁
舎
が
職
場
環
境

的
に
も
あ
ま
り
良
い
と
は
言
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
協
議
す
る
に
あ
た
り
、

既
存
の
施
設
を
改
修
し
て
使
用

す
る
場
合
の
改
修
費
や
、
新
し

く
施
設
を
建
て
た
場
合
に
係
る

建
設
費
、
将
来
的
な
維
持
管
理

費
な
ど
、
ど
の
程
度
の
経
費
が

必
要
と
な
る
か
比
較
検
討
で
き

る
材
料
を
提
示
し
、
オ
ー
プ
ン

な
形
で
進
め
る
。

　

協
議
の
進
め
方
と
し
て
、
町

民
主
体
の
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
結
論
を
基
に
、
複

数
会
場
で
説
明
会
を
開
催
し
、

町
民
に
丁
寧
に
説
明
す
る
と
と

も
に
、
並
行
し
て
議
員
の
皆
様

と
も
協
議
す
る
。

　

現
時
点
で
庁
舎
整
備
の
財
源

と
し
て
活
用
で
き
る
合
併
推
進

債
の
期
限
が
、
令
和
６
年
度
ま

で
に
実
施
設
計
を
完
了
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
遅
く
と
も
令
和
４
年
度
中

に
は
方
向
性
を
出
し
た
い
。
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【
再
質
問
】

檜
山
議
員

　

庁
舎
は
地
方
自
治
法
に
お
い

て
も
住
民
の
利
用
に
最
も
便
利

で
あ
る
よ
う
に
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
大
多
数
の
住
民
が
便
利

と
感
じ
、
納
得
で
き
る
場
所
で

あ
る
べ
き
こ
と
か
ら
、
決
定
方

式
も
重
要
と
考
え
る
。

　

湧
別
町
の
長
年
に
わ
た
る
重

要
課
題
で
あ
り
、
多
く
の
町
民

意
思
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
の
で
、
住
民
投
票
な
ど
に
よ

る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
決
定
す
る
在
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

刈
田
町
長

　

場
所
の
決
定
方
法
に
つ
い
て

は
す
べ
て
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
・
経

費
な
ど
比
較
で
き
る
資
料
を
提

示
し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

最
終
的
な
判
断
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
３
分
の
２
の
議
決

が
必
要
な
事
項
で
あ
る
の
で
、

そ
の
な
か
で
決
定
し
て
い
く
の

が
基
本
と
考
え
る
。

　

住
民
投
票
を
行
っ
て
ま
で
場

所
を
決
め
る
よ
う
な
状
況
か
と

い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら

見
極
め
る
が
、
住
民
投
票
を
行

わ
な
い
な
か
で
場
所
の
決
定
が

で
き
る
よ
う
な
方
法
で
進
め
て

い
き
た
い
。

　

強
引
に
場
所
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
基
本
的
に
は
現
庁
舎

が
議
決
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
皆
が

満
足
で
き
る
よ
う
な
形
で
進
め

て
い
く
。

【
再
々
質
問
】

檜
山
議
員

　

こ
の
重
要
課
題
を
長
引
か
せ

る
と
い
う
こ
と
は
町
の
発
展
に

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

合
併
推
進
債
の
利
用
の
た
め

４
年
度
か
ら
検
討
に
入
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
住
民
と
の
議

論
は
い
つ
頃
か
ら
に
な
る
の

か
。刈

田
町
長

　

合
併
推
進
債
の
期
限
に
間
に

合
う
よ
う
に
、
改
修
費
・
建
設

費
も
踏
ま
え
な
が
ら
決
定
し
た

い
。

　

４
年
度
中
に
方
向
性
を
出
し

て
、
４
年
度
の
終
わ
り
か
５
年

度
頭
に
は
住
民
の
皆
様
と
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

村川 議員村川 議員

合併１０年の思いと今
後の行政改革は

柔軟な発想と対話を大
切にし、一歩踏み出すＡ

Ｑ

村
川
議
員

　

合
併
10
年
を
過
ぎ
、
ま
ち
づ

く
り
構
想
が
明
確
で
は
な
か
っ

た
こ
と
、
人
口
が
15
％
減
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
住
民
か
ら

町
の
将
来
像
が
見
え
て
こ
な
い

と
の
意
見
が
多
数
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
行
政
だ
け
の
責

任
で
は
な
く
、
議
会
の
責
任
も

重
く
、
反
省
し
て
い
る
。

　

町
長
は
立
候
補
時
の
行
政
執

行
方
針
に
、
現
町
長
の
方
針
を

継
承
す
る
と
発
言
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
当
選
後
に
は
前
例

に
と
ら
わ
れ
ず
進
ん
で
い
く
と

の
発
言
に
変
わ
っ
て
お
り
、
大

変
期
待
し
て
い
る
が
、
発
言
が

変
わ
っ
た
趣
旨
は
。

刈
田
町
長

　

私
は
今
後
の
町
政
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
石
田
前
町
長
が
積

み
重
ね
て
き
た
町
政
を
継
承
し

つ
つ
も
、
更
な
る
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
の
思
い
で
あ
り
、

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

発
想
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

合
併
10
年
の
思
い
と
し
て
、

私
自
身
職
員
と
し
て
町
政
に
携

わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

一
部
批
判
的
な
ご
意
見
が
あ
る

部
分
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け

止
め
、
今
後
は
対
話
を
大
切
に

し
、
30
年
・
50
年
先
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

【
再
質
問
】

村
川
議
員

　

総
合
計
画
に
沿
っ
て
新
町
長

の
施
策
等
を
考
え
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る

一
次
産
業
は
良
い
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
商

工
業
に
こ
の
４
年
で
手
を
付

け
、
市
街
地
の
活
性
化
・
楽
し

く
買
い
物
が
で
き
る
商
店
街
、

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
早
期
に
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
校
生
が
放
課
後
座

談
で
き
る
場
所
が
な
い
と
言
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
も
の
が

住
民
が
楽
し
く
生
き
て
い
け
る

楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。

　

観
光
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば

愛
ラ
ン
ド
ユ
ー
は
遊
具
を
修
理

し
な
が
ら
同
じ
形
態
で
数
十
年

進
ん
で
お
り
、
大
き
な
変
化
が
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村
川
議
員

　

湧
別
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

額
は
今
年
度
２
億
円
弱
に
な

る
か
と
思
う
が
、
紋
別
市
で

１
３
５
億
円
の
納
税
が
あ
る
。

　

町
は
安
定
財
政
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
人
口
減
が
進
み
住
民

税
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
人

口
対
策
・
福
祉
事
業
に
も
影
響

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
真
剣
に
取

り
込
む
べ
き
で
あ
り
、
目
標
値

を
定
め
そ
れ
に
向
か
っ
て
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。

　

湧
別
市
場
の
牡
蠣
を
紋
別
の

仲
買
人
が
集
め
、
紋
別
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
な
っ
て

い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
・
返
礼
品
の
内
容
等
、

他
の
多
額
納
税
自
治
体
の
方
法

等
を
調
査
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
長
け
た
若
い
職
員
で
特
別

対
策
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
推
進

さ
せ
る
体
制
づ
く
り
を
す
べ
き

で
は
。刈

田
町
長

　

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
制

度
の
定
着
と
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
提
供
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

巣
ご
も
り
需
要
の
増
な
ど
に
よ

り
寄
附
は
増
加
し
て
お
り
、
本

町
も
令
和
２
年
度
は
過
去
最
高

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
。
本

年
度
も
前
年
度
の
実
績
を
上

回
っ
て
推
移
し
て
い
る
。

　

担
当
課
の
若
手
職
員
が
寄
附

額
の
多
い
自
治
体
の
分
析
や
Ｐ

Ｒ
媒
体
の
研
究
を
続
け
て
お

り
、
募
集
サ
イ
ト
の
拡
充
な
ど

の
取
り
組
み
が
寄
附
額
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。　

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ

と
や
応
援
し
た
い
地
域
の
力
に

な
れ
る
と
い
う
の
が
本
旨
だ

が
、
多
く
の
方
は
返
礼
品
の
魅

力
・
金
額
・
お
得
感
を
選
ぶ
傾

向
が
高
い
。

　

本
町
に
は
魅
力
的
な
素
材
が

な
い
。

　

遊
具
の
入
れ
替
え
は
相
当
費

用
も
か
か
る
こ
と
で
難
し
い

が
、
現
地
で
見
ら
れ
る
き
れ
い

な
朝
日
な
ど
を
観
光
素
材
と
し

て
活
用
し
、
環
境
整
備
を
行

う
な
ど
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

商
工
観
光
に
思
い
切
っ
た
メ

ス
を
入
れ
て
変
え
て
い
く
と
い

う
考
え
は
あ
る
の
か
。

刈
田
町
長

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
必

要
が
あ
り
、
公
共
施
設
・
医
療
・

福
祉
施
設
・
住
宅
の
立
地
含
め

て
、
中
心
市
街
地
の
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
先
を
見
据
え
、
ど
こ
を
町

の
中
心
と
す
る
の
か
、
今
の
地

域
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
合

併
後
の
中
心
市
街
地
の
検
討
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
と

認
識
し
て
い
る
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は

素
材
・
資
源
が
あ
る
な
か
で
、

そ
の
活
用
と
し
て
六
次
化
な

ど
、
言
う
の
は
簡
単
だ
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
は

あ
る
が
、
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
規
企
業
・
街
並
み
・
高
校

生
の
集
ま
る
場
な
ど
、
空
き
施

設
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
こ
の

４
年
間
の
中
で
考
え
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

愛
ラ
ン
ド
ユ
ー
に
つ
い
て
は

昭
和
60
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
事

業
で
あ
り
、
現
在
も
遊
園
地
の

部
分
に
つ
い
て
は
収
支
状
況
も

堅
調
に
来
て
い
る
が
、
い
つ
ま

で
も
同
じ
状
況
で
は
進
ま
な

い
。

　

整
備
か
撤
退
か
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の

中
で
も
検
討
し
て
い
る
が
、
今

回
町
民
の
方
か
ら
現
地
で
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
を
実
施
し
た
い
と
い

う
申
出
が
あ
っ
た
の
で
、
指
定

管
理
者
と
町
と
マ
ッ
チ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
再
々
質
問
】

村
川
議
員

　

時
代
は
急
速
に
変
化
し
て
お

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
合
併
か

ら
10
年
が
過
ぎ
た
。

　

町
民
が
楽
し
い
町
で
な
け
れ

ば
人
は
集
ま
っ
て
こ
な
い
の

で
、
早
期
に
市
街
化
づ
く
り
を

協
議
・
実
行
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

ま
た
、
北
海
道
内
の
限
界
集

落
の
記
事
を
見
た
が
、
道
内
に

も
65
歳
以
上
が
50
％
以
上
の
限

界
集
落
と
55
歳
以
上
が
50
％
以

上
の
準
限
界
集
落
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
湧
別
町
の
現
状
は

ど
の
位
置
に
あ
た
る
の
か
。

刈
田
町
長

　

市
街
化
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
取
り
組
み
、
検
討

に
入
る
。

　

中
心
市
街
地
だ
け
で
な
く
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
職

員
、
ま
た
必
要
が
あ
れ
ば
私
も

入
り
懇
談
を
し
、
地
域
の
将
来

像
等
も
含
め
考
え
て
い
く
。

　

65
歳
以
上
の
人
口
率
は
40
％

未
満
で
町
全
体
と
し
て
は
限
界

集
落
と
は
な
っ
て
い
な
い
。　

　

一
時
限
界
集
落
と
な
っ
た
地

域
も
あ
る
が
、
昨
年
度
町
内
の

65
歳
以
上
の
率
は
下
が
っ
て
き

て
お
り
、
現
在
50
％
を
超
え
る

地
区
は
な
い
と
把
握
し
て
い
る
。

ふるさと納税の目標を
設定しては

寄附いただける方策を
検討し取り組むＡ

Ｑ
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多
数
あ
り
、
寄
附
検
討
者
に
ど

の
よ
う
に
見
つ
け
て
も
ら
え
る

か
、
他
の
自
治
体
の
返
礼
品
と

比
べ
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る

か
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
、
関

係
機
関
、
団
体
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

大
き
な
目
標
額
を
設
定
す
る

た
め
に
は
、
商
品
供
給
体
制
の

充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
少

し
で
も
多
く
の
皆
様
か
ら
寄
附

が
い
た
だ
け
る
方
策
を
検
討

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
再
質
問
】

村
川
議
員

　

徐
々
に
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
が
、
減
税
と
な
っ
て
い
る
府

県
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
制
度
が
い
つ
ま
で
も

続
く
と
考
え
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
有
効
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
納
税
額
を
増
や

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

物
が
そ
ろ
わ
な
い
と
い
う
部

分
は
確
か
に
あ
る
が
、
加
工
業

者
・
漁
組
と
も
折
衝
し
な
が
ら
、

商
品
の
開
発
・
増
を
目
指
す
対

策
を
考
え
て
い
け
ば
、
10
億
の

納
税
額
も
難
し
く
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
子
育
て

費
用
の
補
助
の
制
度
化
す
る
、

紋
別
市
も
学
校
給
食
の
無
償
化

を
実
施
し
て
お
り
、
財
源
が
あ

れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

る
。

　

特
に
ソ
フ
ト
事
業
に
ふ
る
さ

と
納
税
が
活
用
で
き
る
の
で
、

制
度
が
有
効
に
使
え
る
う
ち
に

少
し
で
も
多
く
の
納
税
が
さ
れ

る
対
策
を
講
じ
て
、
財
源
と
な

る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

刈
田
町
長

　

今
年
は
２
億
円
近
く
の
寄
附

額
に
な
る
予
定
で
あ
る
が
、
返

礼
品
の
供
給
体
制
が
一
番
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

目
標
額
を
定
め
な
い
と
い
っ

て
い
る
が
、
昨
年
よ
り
高
く
と

は
し
て
お
り
、
３
億
円
を
寄
附

い
た
だ
く
の
で
あ
れ
ば
ど
の
程

度
の
返
礼
品
が
必
要
に
な
る
の

か
と
い
う
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
が
、
今
の
返
礼

品
で
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

牡
蠣
や
ホ
タ
テ
の
素
材
を
送

る
対
応
は
で
き
る
が
、
イ
ク
ラ

や
カ
ニ
、
牛
肉
な
ど
の
加
工
品

の
希
望
が
多
く
、
産
業
団
体
と

も
お
話
を
し
て
い
る
が
難
し
い

部
分
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

町
が
丸
抱
え
で
購
入
す
る
な

ど
の
提
案
も
し
て
い
る
が
、
そ

こ
ま
で
や
る
企
業
・
団
体
が
な

い
。

　

今
後
と
も
事
業
者
を
募
集
し

な
が
ら
進
め
て
行
く
。

【
再
々
質
問
】

村
川
議
員

　

加
工
品
の
苦
労
は
わ
か
る

が
、
湧
別
の
市
場
に
出
て
い
る

牡
蠣
や
ホ
タ
テ
の
大
半
が
紋
別

市
に
行
き
、
紋
別
市
で
処
理
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
分
を
湧
別
町

で
出
せ
れ
ば
と
考
え
る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
で

買
い
た
た
か
れ
る
こ
と
な
く
安

定
し
た
価
格
で
売
れ
、
加
工
業

に
つ
い
て
も
安
定
し
た
生
産
と

な
れ
ば
行
政
に
波
及
効
果
が
く

る
の
で
は
な
い
か
。

　

も
う
少
し
漁
協
等
と
も
連
携

を
取
っ
て
思
い
切
っ
た
姿
勢
を

見
せ
て
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。

刈
田
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は

貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
湧
別
町

は
多
く
の
素
材
が
あ
る
町
な
の

で
、
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
け
る

よ
う
に
Ｐ
Ｒ
、
企
業
・
団
体
と

協
議
し
な
が
ら
返
礼
品
が
確
保

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

町長の

―要約掲載―

行政報告

５
月
12
日
か
ら
始
め
た
本
町
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
、
10
月
31
日
を
も
っ
て
町

内
で
の
接
種
が
一
旦
終
了
し
、
ひ

と
区
切
り
と
な
っ
た
。

12
月
10
日
時
点
で
の
12
歳
以
上

の
対
象
者
７
８
２
７
人
に
対
し
、

２
回
接
種
完
了
者
は
６
８
５
０

人
、
87
.51
％
と
な
っ
た
。　

　

現
在
、
未
接
種
者
に
対
す
る

接
種
は
遠
軽
町
の
医
療
機
関
に

て
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

  　

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

　

７
月
に
実
施
し
た
き
ず
な
５

（
フ
ァ
イ
ブ
）
夏
・
商
品
券
は
、

８
３
９
９
名
に
届
け
ら
れ
、
９

月
30
日
の
使
用
期
限
後
の
使
用

実
績
は
、
金
額
が
４
０
５
２
万

円
で
、
使
用
率
は
食
事
券
が

94
.29
％
、
商
品
券
が
99
.82
％
、

全
体
で
96
.50
％
と
な
っ
た
と

湧
別
町
商
工
会
よ
り
報
告
が

あ
っ
た
。

使
用
期
間
中
に
飲
食
店
へ
の
営

業
時
間
短
縮
要
請
も
あ
っ
た
が
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
出
前
の
方
法
に

工
夫
を
凝
ら
し
、
ま
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ス
タ
ン
プ
会
に
よ
る
抽
選

会
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　
商
工
業
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
営

業
継
続
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
金
額
は
１
万
円
未
満
切
捨
て
）

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　

き
ず
な
５
夏
・
商
品
券

　

感
染
者
の
再
拡
大
を
防
止
す

べ
く
国
か
ら
３
回
目
の
接
種
の

準
備
の
指
示
が
な
さ
れ
て
お

り
、
医
療
機
関
と
の
協
議
を
含

め
準
備
を
進
め
る
。

　
「
ゆ
う
ゆ
う
厚
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
」「
曽
我
病
院
」
の
全
面
的

な
協
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
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町
内
の
酪
農
家
23
戸
の
乳
用

牛
約
３
４
０
０
頭
の
家
畜
ふ
ん

尿
を
処
理
す
る
大
規
模
集
中
型

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
整

備
・
運
営
を
行
う
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
湧
別
バ
イ
オ
ガ
ス
株
式
会

社
」
を
令
和
３
年
11
月
１
日
に

設
立
し
た
。

　

湧
別
町
農
業
協
同
組
合
・
え

ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
・
湧
別

漁
業
協
同
組
合
・
湧
別
町
・
民

間
会
社
で
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
リ

サ
ー
チ
株
式
会
社
・
株
式
会
社

ビ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
６
者
で
構
成

さ
れ
、
出
資
総
額
２
３
０
０
万

円
の
う
ち
、
本
町
は
６
０
０
万

円
を
出
資
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

に
認
定
を
受
け
た
「
湧
別
町
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
の

具
現
化
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
た
。

　

今
後
は
、
集
中
型
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
令
和
７
年
７
月

完
成
を
目
指
し
、
国
が
推
し
進

め
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
一
翼
を
担
い

な
が
ら
、
湧
別
町
独
自
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に

バ
イ
オ
ガ
ス
事
業

　
　
　

特
別
目
的
会
社
の
設
立

つ
い
て
、
関
係
団
体
と
一
致
団

結
し
て
取
り
組
む
。

　

去
る
12
月
７
日
に
上
湧
別
玉

葱
振
興
会
か
ら
11
年
連
続
で
玉

ね
ぎ
１
０
０
０
㎏
の
ご
寄
贈
が

あ
っ
た
。

　

学
校
給
食
に
地
場
産
物
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒

が
地
元
の
産
業
に
対
す
る
関
心

を
深
め
、
食
を
通
じ
て
自
然
の

恵
み
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら

う
と
い
っ
た
重
要
な
食
育
の
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
素

晴
ら
し
い
食
材
の
ご
寄
贈
に
感

謝
す
る
。 玉

ね
ぎ
の
寄
贈

　

農
作
物
は
、
４
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
気
温
が
高
く
、
平
年

よ
り
少
雨
と
な
り
、
作
物
に

と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ

た
が
、
農
家
の
皆
様
の
努
力
と

関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り
、
大

き
な
影
響
が
生
じ
な
か
っ
た
。

　

漁
業
生
産
物
は
、
外
海
ホ
タ

テ
が
年
間
を
通
し
て
天
候
に
恵

農
作
物
お
よ
び

　
　
　
　

漁
業
生
産
物
の
状
況

ま
れ
順
調
に
推
移
し
、
当
初
計

画
の
３
万
５
千
ト
ン
を
上
回
る

３
万
９
千
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

一
年
を
通
し
て
成
長
が
良

く
、
高
歩
留
で
大
型
と
な
り
、

さ
ら
に
経
済
活
動
の
回
復
に
よ

り
価
格
が
高
値
で
推
移
し
、
過

去
最
高
の
漁
獲
量
と
漁
獲
金
額

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

サ
ケ
漁
は
、
漁
獲
量
は
前
年

度
を
大
き
く
上
回
る
豊
漁
と
な

り
、
漁
獲
金
額
は
高
値
で
推
移

し
た
た
め
、
過
去
最
高
の
金
額

と
な
っ
た
。

　

マ
ス
漁
は
、
昨
年
の
豊
漁
か

ら
大
き
く
下
回
る
不
漁
と
な

り
、
漁
獲
量
で
は
前
年
度
比

75
％
減
、
漁
獲
金
額
は
74
％
減

と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
毛
ガ
ニ
な
ど
一
部

魚
種
で
漁
獲
量
が
減
少
し
、
ま

た
３
年
間
禁
漁
し
、
本
年
漁
獲

再
開
予
定
で
あ
っ
た
ホ
ッ
カ
イ

シ
マ
エ
ビ
は
、
資
源
回
復
が
思

わ
し
く
な
く
、
４
年
連
続
の
禁

漁
と
な
っ
た
。

　

漁
獲
金
額
全
体
で
は
昨
年
度

の
78
％
増
の
見
込
み
で
、
湧
別

漁
業
協
同
組
合
史
上
最
高
の
漁

獲
金
額
が
予
想
さ
れ
る
。

道関係工事の発注状況	 			   （1万円未満切捨て）

工事名 工事場所
（対象区域） 工期 請負金額 請負業者

芭露川大規模特定河川工事 芭露 R4.3.22 1 億 5,966 万円 管野・安田経常建設ＪＶ（遠軽町）

町関係工事の発注状況	 			   （1万円未満切捨て）

工事名 工事場所
（対象区域） 工期 請負金額 請負業者

河川補修工事（計呂地川浚渫） 計呂地 R4.2.28 2,222 万円 湧別小型運送㈱

令和３年農作物等の状況
項　　目 １０ａ当たりの収量 対平年比

秋まき小麦
湧別地区 588kg 163%
上湧別地区 561kg 111%

てん菜
湧別地区 6,069kg 92%
上湧別地区 6,027kg 92%

玉ねぎ 6,000kg 100%
デントコーン 3,307kg 59%
牧草 3,109kg 75%

項　　目 総乳量 対前年比
乳量（1 月～ 10 月） 98,564t 102%

令和３年漁業生産物の状況
項　　目 対平年比

外海ホタテ 39,000t（12 月終了時見込み）
サケ 2,400t（前年比 67% の増）
マス 108t（前年比 75% の減）

漁業総生産額 103 億 6,200 万円（見込み）、前年
比 78% の増
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令和３年令和３年
第４回定例会第４回定例会審 議 結 果 一 覧

Result of Deliberations 審議された議案等
（１万円未満切捨て）

補正予算

令和３年度湧別町一般会計補正予算
　４回目の補正で、３億２，６０６万円を追加して歳入歳出予算の総額を９6億９，３１４万円とするもの。原案可決

令和３年度湧別町国民健康保険特別会計補正予算
　４回目の補正で、２６６万円を追加して歳入歳出予算の総額を１４億８，０７５万円とするもの。原案可決

令和３年度湧別町介護保険特別会計補正予算
　３回目の補正で、９２４万円を追加して歳入歳出予算の総額を１１億３，８４６万円とするもの。原案可決

令和３年度湧別町簡易水道事業特別会計補正予算
　３回目の補正で、５７５万円を追加して歳入歳出予算の総額を７，４０６万円とするもの。 原案可決

令和３年度湧別町下水道事業特別会計補正予算
　２回目の補正で、３６万円を追加して歳入歳出予算の総額を４億１，５２６万円とするもの。 原案可決

条例

湧別町行政手続における押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
　行政手続における町民の利便性の向上および手続きの簡素化を図るため制定するもの。 原案可決

湧別町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
　固定資産の価格に係る不服審査手続きに対する審査申出書および口述書への押印廃止のた
め改正するもの。

原案可決

湧別町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　健康保険法施行令の改正に伴い出産育児一時金の支給額を改正するため改正するもの。 原案可決

人事

副町長の選任について
　令和３年９月３日をもって退任し、欠員となっていた副町長の後任を選任するもの。 同　　意

固定資産評価員の選任について
　固定資産評価員である副町長が退任したことに伴う欠員のため選任するもの。 同　　意

その他

湧別町公の施設に係る指定管理者の指定について
　上湧別リバーサイドゴルフ場と五鹿山スキー場の指定管理者を沢口産業㈱とするもの。
　指定期間　令和４年４月１日～令和１１年３月３１日

原案可決

財産の処分について【４件】
　森林経営計画に基づく町有林の立木を処分するもの。 原案可決

議会提出

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書 原案可決

閉会中の所管事務調査等の申出
　総務厚生常任委員会　1)総務厚生常任委員会が所管する事項全般について
　産業文教常任委員会　1)産業文教常任委員会が所管する事項全般について
　議会運営委員会　　　次期議会の会期日程等議会運営に関する事項及び議長の諮問に
　　　　　　　　　　　関する事項

承　　認

湧別町議会会議録の閲覧について
　町議会の会議録を閲覧することができます。ご希望の際は職員にお申出ください。
【閲覧場所】議会事務局（役場上湧別庁舎３階）、湧別図書館、中湧別図書館
【会 議 録】平成21年第1回臨時会から令和３年第３回臨時会（令和３年１１月２２日開催）まで
※なお、令和３年１月以降の本会議の会議録は、「湧別町ホームページ」にて閲覧可能です。
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意見書を政府行政機関へ提出
●
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴

う
水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援

策
を
求
め
る
意
見
書

　

小
形
議
員
ほ
か
４
人
の
賛
成
者
か

ら
、
地
球
温
暖
化
・
海
水
温
上
昇
の

原
因
の
究
明
が
急
務
で
あ
り
、
漁
業

従
事
者
・
水
産
加
工
業
者
へ
の
影
響

も
含
め
、
地
域
経
済
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
中
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
被
害
対
策

の
策
定
と
支
援
策
、
赤
潮
発
生
に
よ

る
被
害
対
策
と
漁
業
支
援
及
び
地
域

支
援
な
ど
の
措
置
を
早
急
に
講
ず
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見
書
の
提
案

　

以
上
の
意
見
書
を
政
府
行
政
機
関

に
提
出
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意見書を提案する小形議員

議会議会のの活動活動 令和３年11月～令和４年１月

11月１日㈪　オホーツク湧別バイオガス株式会社設立発表会（コミュニティセンター）
　　３日㈬　湧別町功労者表彰式典（文化センターＴＯＭ）
　　６日㈯　オホーツク圏活性化期成会管内選出北海道議会議員への要望会・意見交換会（北見市）
　　10日㈬　湧別原野オホーツククロスカントリースキー大会実行委員会総会（遠軽町）
　　17日㈬　第４回議会全員協議会
　　22日㈪　第３回議会臨時会
12月６日㈪　第５回遠軽地区広域組合議会定例会（遠軽町）
　　９日㈭　民生委員推薦会（保健福祉センター）
　　10日㈮　第８回議会運営委員会
　　16日㈭　第４回議会定例会
１月５日㈬　遠軽地区広域組合湧別町消防団消防出初式（文化センターさざ波）
　　７日㈮　商工会新年交礼会　
　　９日㈰　20歳の集い（文化センターさざ波）
　　14日㈮　第１回議会運営委員会
　　　　　　第１回議会臨時会
　　20日㈭　遠軽地区総合開発期成会臨時総会・意見交換会（遠軽町）～　書面会議
　　24日㈪　第１回議会広報編集特別委員会

　

町
政
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ

れ
た
元
議
員
が
、
令
和
３
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
い
た
し
ま

す
。長

谷
川　
隆
氏
（
享
年
95
歳
）

　
　
旧
湧
別
町
で
７
期
28
年

　
　
令
和
３
年
１
月
10
日
に
ご
逝
去　

小
野　
　
巖
氏
（
享
年
98
歳
）

　
　
旧
湧
別
町
で
５
期
20
年

　
　
令
和
３
年
４
月
７
日
に
ご
逝
去

麻
植　
平
治
氏
（
行
年
91
歳
）

　
　
旧
上
湧
別
町
で
６
期
22
年

　
　
令
和
３
年
８
月
12
日
に
ご
逝
去

安
本　
明
雄
氏
（
行
年
79
歳
）

　
　
旧
上
湧
別
町
で
２
期
８
年

　
　
令
和
３
年
11
月
３
日
に
ご
逝
去

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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議会・委員会等議員出欠状況（改選前）令和3年1月～11月
〇…出席　×…欠席　（病）…病欠　（　）は欠席の理由　－…出席対象外

　　　　　　　　　　　議員氏名

　　区　　分

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

副
議
長

議
長

鈴
木
敬
次

脇
坂
敏
夫

檜
山
洋
一

山
本
栄
子

村
田
一
志

下
田
英
人

小
形
秀
和

高
田
映
二

佐
野
宣
雄

酒
井
純
一

上
松
和
博

村
川
勝
彦

吉
田
耕
造

定例会

第１回
 3 月10日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
 3 月11日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
 3 月16日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第２回  6 月17日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 
（体調不良）

第３回
 9 月14日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

（体調不良）

 9 月17日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 
（体調不良）

臨時会 第１回  2 月 9 日 × 
（病） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第２回  5 月13日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総務厚生
常任委員会

第１回  1 月29日 × 
（体調不良） 〇 〇 － － － 〇 － 〇 － 〇 － －

第２回  5 月11日 〇 〇 〇 － － － 〇 － 〇 － 〇 － －
第３回  6 月28日 〇 〇 〇 － － － 〇 － 〇 － 〇 － －

産業文教
常任委員会

第１回  1 月26日 － － － 〇 〇 〇 － 〇 － 〇 － 〇 －
第２回  6 月 4 日 － － － 〇 〇 〇 － 〇 － 〇 － 〇 －
第３回  8 月13日 － － － 〇 〇 〇 － 〇 － 〇 － 〇 －

議会運営委員会

第１回  2 月 9 日 － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第２回  3 月 5 日 － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 ×

（通院） 〇
第３回  4 月 8 日 － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第４回  5 月13日 － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第５回  6 月11日 － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 －
第６回  9 月 9 日 － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 －

議会広報編集
特別委員会

第１回  1 月21日 － 〇 〇 － － 〇 － － － 〇 － － －
第２回  4 月21日 － 〇 〇 － － 〇 － － － 〇 － － －
第３回  7 月27日 － 〇 〇 － － 〇 － － － 〇 － － －
第４回 10月11日 － 〇 〇 － － 〇 － － － 〇 － － －

決算審査
特別委員会

第１回  9 月14日 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
第２回  9 月15日 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

全員協議会
第１回  2 月 9 日 × 

（病） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第２回  4 月21日 × 

（体調不良） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第３回  8 月20日 × 

（法事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 
（体調不良）

11 18 20 22 16 20 16 22 22 20 22 21 11

議会・委員会等議員出欠状況（改選後）令和3年11月～12月
〇…出席　×…欠席　（病）…病欠　（　）は欠席の理由　－…出席対象外

　　　　　　　　　　　　　　　　議員氏名

　　区　　分

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

副
議
長

議
長

関
野
一
良

高
田
映
二

加
藤
政
弘

村
川
勝
彦

下
田
英
人

酒
井
純
一

小
形
秀
和

脇
坂
敏
夫

檜
山
洋
一

山
本
栄
子

村
田
一
志

定例会 第４回 12月16日 × 
（病） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

臨時会 第３回 11月22日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
総務厚生常任委員会 第４回 11月22日 － 〇 〇 － 〇 〇 － － 〇 － －
産業文教常任委員会 第４回 11月22日 〇 － － 〇 － － 〇 〇 － 〇 －

議会運営委員会 第７回 11月22日 － 〇 － － － 〇 〇 〇 － 〇 －
第８回 12月10日 － 〇 － － － 〇 〇 〇 － 〇 〇

議会広報編集特別委員会 第５回 11月22日 〇 － 〇 〇 〇 － － － － － －
全員協議会 第４回 11月17日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 6 5 5 5 6 6 6 4 6 4
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議
会
運
営
委
員
会
の
様
子

会 議 の 状 況

議
会
全
員
協
議
会

【
第
４
回　
11
月
17
日
】

●
初
議
会
（
令
和
３
年
第
３
回
臨

時
会
）
の
運
営

　
議
会
運
営
を
協
議

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
第
４
回　
11
月
22
日
】

●
正
副
委
員
長
の
互
選

　

指
名
推
選
に
よ
り
高
田
委
員

長
、
酒
井
副
委
員
長
が
決
定

●
議
会
運
営
委
員
の
選
出

　

指
名
推
選
に
よ
り
高
田
委
員

長
と
酒
井
副
委
員
長
が
決
定

●
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
の
選
出

　

指
名
推
選
に
よ
り
加
藤
委
員

と
下
田
委
員
が
決
定

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　
所
管
す
る
事
項
全
般
と
決
定

産
業
文
教
常
任
委
員
会

【
第
４
回　
11
月
22
日
】

●
正
副
委
員
長
の
互
選

　

指
名
推
選
に
よ
り
小
形
委
員

長
、
脇
坂
副
委
員
長
が
決
定

会 議 の 状 況
　令和３年第３回定例会（９月開会）のあとから令和３年第４回定例会（１２月開会）
までの間に行った各種会議の概要は、次のとおりです。

●
議
会
運
営
委
員
の
選
出

　

指
名
推
選
に
よ
り
小
形
委
員

長
と
脇
坂
副
委
員
が
決
定

●
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
の
選
出

　

指
名
推
選
に
よ
り
関
野
委
員

と
村
川
委
員
が
決
定

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　
所
管
す
る
事
項
全
般
と
決
定

議
会
運
営
委
員
会

【
第
７
回　
11
月
22
日
】

●
正
副
委
員
長
の
互
選

　

指
名
推
選
に
よ
り
脇
坂
委
員

長
、
酒
井
副
委
員
長
が
決
定

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　

議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
、

議
長
の
諮
問
す
る
事
項
と
決
定

【
第
８
回　
12
月
10
日
】

●
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
の
運
営

　
議
会
運
営
を
協
議

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

【
第
４
回　
10
月
11
日
】

●
議
会
だ
よ
り
第
47
号
発
行

11
月
10
日
発
行
の
議
会
だ
よ

り
の
編
集
作
業

【
第
５
回　
11
月
22
日
】

●
正
副
委
員
長
の
互
選

　

指
名
推
選
に
よ
り
村
川
委
員

長
、
関
野
副
委
員
長
が
決
定

遠
軽
地
区
広
域
組
合

議
会
結
果

【
令
和
３
年
第
５
回
議
会（
定
例
会
）

12
月
６
日
開
会
】

　

議
長
、
副
議
長
、
常
任
委
員

会
委
員
長
２
人
が
広
域
組
合
議

員
と
し
て
出
席
し
、
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。

●
議
長
の
選
挙

　
・
当
選
者　
　
杉
本
信
一
氏

（
遠
軽
町
議
会
議
長
）

●
副
議
長
の
選
挙

　
・
当
選
者　
　
佐
藤
昭
男
氏

（
佐
呂
間
町
議
会
議
長
）

●
監
査
委
員
の
選
任

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。（
同

意
）・遠

軽
町　
　
　
黒
坂
貴
行
氏

●
令
和
２
年
度
遠
軽
地
区
広
域
組

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

歳
入
総
額
18
億
７
４
３
９
万

円
、
歳
出
総
額
18
億
１
２
９
３
万

円
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

が
提
出
さ
れ
、
認
定
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。（
認
定
）

※
１
万
円
未
満
切
捨
て
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第
48
号
の
表
紙

　
今
回
の
表
紙
は
上
湧
別
保
育
所
の
雪
遊
び
の
写
真
で
す
。

　

保
育
所
前
に
作
ら
れ
た
大
き
な
雪
山
を
元
気
に
す
べ
り
お

り
た
り
、
前
日
の
夜
か
ら
降
り
積
も
っ
た
新
雪
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
飛
び
込
ん
だ
り
と
、
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
か
わ
い
い
上
着
や
帽
子
を
身
に
着
け
、
寒
さ
な
ど

感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
雪
の
中
を
走
り
（
転
が
り
？
）
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　
雪
遊
び
が
で
き
る
天
気
の
良
い
日
が
続
く
と
い
い
で
す
ね
。

広
報
議
会
だ
よ
り

広
報
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
発
刊
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
発
刊
に
あ
た
っ
て

　主な内容は、議案審議と一般質問です。
　議場での傍聴が可能です。
　また、上湧別コミュニティセンター、湧別庁舎、文化センター
ＴＯＭにて、議会の様子を生中継しています。ぜひご視聴ください。
　詳しくは、かわらばん、町ホームページでお知らせします。

次の議会定例会は、３月9日㈬を予定！

広
報
編
集
特
別
委
員
会　
委
員
長　
村
川　
勝
彦

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
10
月
改
選
後
、
初
め
て
の
広
報
誌
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
も
変
わ
り
、
新
人
２
名
を
含
め
た
４
名
の
構
成
で

進
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
の
た
め
、
住
民
の
生
活
・

経
済
に
大
変
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
私
達
広
報
委
員
は
、
変
わ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
議
会
改
革
は
当
然
の
こ
と
、
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
に
な
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
広
報
誌
の
ご
愛
読
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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